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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークで使用のために、
　前記無線ネットワークの基地局にフィードバックレポートを伝送するように動作する移
動端末であって、
　前記フィードバックレポートは、第１フィードバックレポート、第２フィードバックレ
ポート及び第３フィードバックレポートを含み、
　前記第１フィードバックレポートは、プリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄ
ｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）値を含み、
　前記第２フィードバックレポートの期間及び前記第３フィードバックレポートの期間の
うち少なくとも１つは、前記ＰＴＩ値によって示し、
前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレポートは、ワイドバンド（
ｗｉｄｅｂａｎｄ）フィードバック情報及びサブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）フィードバッ
ク情報のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする移動端末。
【請求項２】
　前記ＰＴＩ値が０なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、上位階層メッセージによって決定され、
　前記ＰＴＩ値が１なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、Ｊ＊Ｋ＋１によって決定され、
　前記Ｊは、帯域幅部分の数であり、前記Ｋは、前記上位階層メッセージによってシグナ
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リングされる定数であることを特徴とする請求項１に記載の移動端末。
【請求項３】
　無線ネットワークの基地局にフィードバックレポートを伝送するように動作する移動端
末で使用のための方法であって、
　前記基地局にプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎ）値を含む第１フィードバックレポートを伝送する段階と；
　前記基地局に第２フィードバックレポートを伝送する段階と；
　前記基地局に第３フィードバックレポートを伝送する段階と；を含み、
　前記ＰＴＩ値は、前記第２フィードバックレポートの期間及び前記第３フィードバック
レポートの期間のうち少なくとも１つを示し、
前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレポートは、ワイドバンド（
ｗｉｄｅｂａｎｄ）フィードバック情報及びサブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）フィードバッ
ク情報のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする移動端末で使用のための方法。
【請求項４】
　前記ＰＴＩ値が０なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、上位階層メッセージによって決定され、
　前記ＰＴＩ値が１なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、Ｊ＊Ｋ＋１によって決定され、
　前記Ｊは、帯域幅部分の数であり、前記Ｋは、前記上位階層メッセージによってシグナ
リングされる定数であることを特徴とする請求項３に記載の移動端末で使用のための方法
。
【請求項５】
　無線ネットワークで使用のために、
　移動端末によって伝送されるフィードバックレポートを受信するように動作する基地局
であって、
　前記フィードバックレポートは、第１フィードバックレポート、第２フィードバックレ
ポート及び第３フィードバックレポートを含み、
　前記基地局は、プリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ）値を前記第１フィードバックレポートで識別し、
　前記基地局は、前記第２フィードバックレポートの期間及び前記第３フィードバックレ
ポートの期間のうち少なくとも１つを決定するために前記ＰＴＩ値を利用し、
前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレポートは、ワイドバンド（
ｗｉｄｅｂａｎｄ）フィードバック情報及びサブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）フィードバッ
ク情報のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする基地局。
【請求項６】
　前記ＰＴＩ値が０なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、上位階層メッセージによって決定され、
　前記ＰＴＩ値が１なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、Ｊ＊Ｋ＋１によって決定され、
　前記Ｊは、帯域幅部分の数であり、前記Ｋは、前記上位階層メッセージによってシグナ
リングされる定数であることを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項７】
　移動端末によって伝送されるフィードバックレポートを受信するように動作する無線ネ
ットワークの基地局で使用のための方法であって、
　第１フィードバックレポートを受信する段階と；
　前記第１フィードバックレポートでプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅ
ｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）値を識別する段階と；
　第２フィードバックレポートの期間及び第３フィードバックレポートの期間のうち少な
くとも１つを前記ＰＴＩ値から決定する段階と；
　前記第２フィードバックレポートを受信する段階と；
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　前記第３フィードバックレポートを受信する段階と；を含み、
前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレポートは、ワイドバンド（
ｗｉｄｅｂａｎｄ）フィードバック情報及びサブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）フィードバッ
ク情報のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする基地局で使用のための方法。
【請求項８】
　前記ＰＴＩ値が０なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレ
ポートの周期のうち少なくとも１つは、上位階層メッセージによって決定され、
前記ＰＴＩ値が１なら、前記第２フィードバックレポートと前記第３フィードバックレポ
ートの周期のうち少なくとも１つは、Ｊ＊Ｋ＋１によって決定され、
前記Ｊは、帯域幅部分の数であり、前記Ｋは、前記上位階層メッセージによってシグナリ
ングされる定数であることを特徴とする請求項７に記載の基地局で使用のための方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に無線ネットワークに関し、より詳細には、ＬＴＥ－Ａ（Ｌｏｎｇ　
Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ａｄｖａｎｃｅｄ）無線システムで物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ；ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）のためのフィードバックシグナリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏ
ｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）で、直交周波数分割多重化（ＯＦ
ＤＭ；Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅｘｉｎｇ）は、ダウンリンク（ＤＬ）伝送スキームに採択された。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）標準は、真正な４世代
（４Ｇ）移動電話ネットワークの実現の最後の段階にある。米国の大部分メージャー移動
通信事業者及びいくつかの全世界的な事業者は、それらのネットワークを２００９年にＬ
ＴＥに転換し始めるという計画を発表した。ＬＴＥは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）に対する一連の
強化方案である。大部分の３ＧＰＰリリース８は、オールＩＰフラットネットワークアキ
テクチャー（ａｌｌ－ＩＰ　ｆｌａｔ　ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒ
ｅ）を含めて４世代移動通信技術の採択に集中する。
【０００４】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準は、ダウンリンク（すなわち、基地局から移動端末に）のために
直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を使用する。直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）は、
多くの直交周波数（またはサブキャリア）上で伝送するマルチキャリア伝送技術である。
直交サブキャリアは、それらは、互いに干渉しないように周波数で個別的に変調され、分
離される。これは、高いスペクトル効率及び多重経路効果に対する抵抗力を提供する。
【０００５】
　次の文書及び標準の説明書は、その全体がこの文献に記述されたもののように本発明に
含まれる。１）文書番号Ｒ１－１０１６８３、”Ｗａｙ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｆｏｒ　Ｒｅ
ｌ－１０　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ”、２０１０年２月；２）文書番号Ｒ
１－１０２５７９、”Ｗａｙ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１０　Ｆｅｅｄ
ｂａｃｋ”、ＲＡＮ　ＷＧ１、２０１０年４月；及び３）文書番号Ｒ１－１０３３３２、
”Ｗａｙ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｏｎ　ＵＥ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ”、２０１０年５月、４）文
書番号Ｒ１－１０３３３２、　”Ｗａｙ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｏｎ　ＵＥ　Ｆｅｅｄｂａｃ
ｋ”、２０１０年５月；５）文書番号Ｒ１－１０３３３３、”Ｒｅｆｉｎｅｍｅｎｔｓ　
ｏｆ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ａｎｄ　Ｃｏｄｅｂｏｏｋ　Ｄｅｓｉｇｎ”、２０１０年　５
月；６）文書番号Ｒ１－１０３８０５、”Ｄｏｕｂｌｅ　Ｃｏｄｅｂｏｏｋ　Ｐｅｒｆｏ
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ｒｍａｎｃｅ　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ”、２０１０年６月；７）文書番号Ｒ１－１０３７
０１、”８Ｔｘ　Ｃｏｄｅｂｏｏｋ　Ｄｅｓｉｇｎ”、２０１０年　６月；及び８）３Ｇ
ＰＰ技術規格（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）番号３６．２１１．
【０００６】
　リリース１０ＬＴＥシステムで、移動端末（またはユーザ装置）は、基地局（またはｅ
ＮｏｄｅＢ）に対してプリコーダーマトリックスインデックス（ＰＭＩ；ｐｒｅｃｏｄｅ
ｒ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ）、ランク指示子（ＲＩ；ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
）及びチャネル品質指示子（ＣＱＩ；ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒ）のフィードバックを行う。３ＧＰＰ　ＲＡＮ１　＃６０ミーティングで、リリース
１０でフィードバックに対する進展された方式に対して同意した。リリース１０は、プリ
コーダーマトリックスインデックス（ＰＭＩ）、ランク指示子（ＲＩ）及びチャネル品質
指示子（ＣＱＩ）の暗黙的フィードバック（ｉｍｐｌｉｃｉｔ　ｆｅｅｄｂａｃｋ）を使
用する。サブバンドに対するユーザ装置（ＵＥ）または移動端末（ＭＳ）空間フィードバ
ックは、プリコーダー及びＣＱＩが、ＣＱＩレファレンスリソース内の各サブバンド上で
、フィードバックによって与えられたように、ｅＮｏｄｅＢまたは基地局（ＢＳ）が特定
のプリコーダー（または多数のプリコーダー）を利用するという仮定に基づいて演算され
ることを示す。サブバンドは、全体システム帯域幅に対応することができるということに
留意しなければならない。
【０００７】
　サブバンドに対するプリコーダーは、２個のマトリックスで構成される。プリコーダー
構造は、すべての伝送（Ｔｘ）アンテナアレイ構成に対して適用される。２個のマトリッ
クスの各々は、分離されたたコードブックに属する。コードブックは、基地局（ｅＮｏｄ
ｅＢ）及び移動端末（ユーザ装置）の両方で知られている（または同期化される）。コー
ドブックは、異なるサブバンドに対する時間上で変更されてもよく、または変更されなく
てもよい。２個のコードブックインデックスは、一緒にプリコーダーを決定する。２個の
マトリックスのうち１つは、ワイドバンドまたはロングターム（ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ）チ
ャネル特性を目標とする。他のマトリックスは、周波数選択（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｓｅ
ｌｅｃｔｉｖｅ）またはショッターム（ｓｈｏｒｔ－ｔｅｒｍ）チャネル特性を目標とす
る。このコンテクストでマトリックスコードブックは、各リソースブロック（ＲＢ）に対
して、移動端末（またはＵＥ）及び基地局（またはｅＮｏｄｅＢ）の両方に知られ、限定
され、列挙されたマトリックスのセットとして解釈されなければならないという点に留意
しなければならない。また、リリース８プリコーダーフィードバックは、この構造の特定
の場合として見なされることができるという点に留意しなければならない。
【０００８】
　２個のメッセージがこの方法で調査される：１）リリース１０フィードバックは、リリ
ース８フィードバックと類似の暗黙的なフィードバックに基づく；そして、２）２個のコ
ードブックインデックスは、ワイドバンド及び／またはロング－タームチャネル特性を目
標とするいずれか一方のコードブック及び周波数選択及び／またはショット－タームチャ
ネル特性を目標とする他方のコードブックで、リリース１０のプリコーダーを特定する。
【０００９】
　ＲＡＮ１　＃６０ｂｉｓミーティングで、リリース１０で移動端末（またはＵＥ）フィ
ードバックに対する他の進展された方式に対してまた同意した。サブバンドに対するプリ
コーダーＷは、２個のマトリックスの関数Ｗ１及びＷ２である（すなわち、ここで、Ｗ１
∈Ｃ１であり、Ｗ２∈Ｃ２である）。本明細書で、Ｗ１は、また、第１ＰＭＩと呼ばれ、
Ｗ２は、また、第２ＰＭＩと呼ばれる。コードブックＣ１及びＣ２は、各々コードブック
１及びコードブック２である。第１ＰＭＩは、ワイドバンド（またはロング－ターム）チ
ャネル特性を目標とする。第２ＰＭＩは、周波数選択（またはショット－ターム）チャネ
ル特性を目標とする。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のために、ペイロー
ドがあまり大きくて、ＰＵＣＣＨ上の同一のサブフレームで第１ＰＭＩ及び第２ＰＭＩを
伝送しない場合を除いて、第１ＰＭＩ及び第２ＭＰＭに対応するフィードバックは、異な



(5) JP 5844372 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

るかまたは同一のサブフレームで伝送されることができる。また、周期及び非周期レポー
トは、独立的である。
【００１０】
　したがって、３ＧＰＰネットワークのリリース８（Ｒｅｌ－８）とリリース１０（Ｒｅ
ｌ－１０）との間のフィードバックにおいて重要な差異が存在する。リリース８では、た
だ１つのコードブックインデックスがプリコーダーを特定する。しかし、リリース１０で
は、２個のコードブックインデックスがプリコーダーを特定する。さらに、リリース１０
でこのような２個のコードブックインデックスは、異なるサブフレームでまたは同一のサ
ブフレームで伝送されることができる。
【００１１】
　ＲＡＮ１　＃６２ｂｉｓミーティングで、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）サブバンドフィードバックのためのシグナリング
に対する進展に対して同意した。特に、３ＰＵＣＣＨフィードバックモードは、リリース
８ＰＵＣＣＨモード１－１の拡張のための２つ（２）の候補及びリリース８ＰＵＣＣＨモ
ード２－１の拡張のための１つ（１）の候補に同意した。
【００１２】
　より具体的に、ＰＵＣＣＨサブバンドフィードバックのための候補（リリース８ＰＵＣ
ＣＨモード２－１の拡張）は、次の通りである。サブバンドのためのプリコーダーＷは、
最近のランク指示子（ＲＩ）レポートに対する条件によって３サブフレームレポートから
決定される。レポート形式は、３個のレポートを含む。第１レポートは、ランク指示子（
ＲＩ）及び１ビットプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を含む。第２レポートで、ＰＴＩ＝０なら、Ｗ１がレポートされる
（ｒｅｐｏｒｔｅｄ）。ＰＴＩ＝１なら、ワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレ
ポートされる。第３レポートで、ＰＴＩ＝０なら、ワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンド
Ｗ２がレポートされる。ＰＴＩ＝１なら、サブバンドＣＱＩ及びサブバンドＷ２がレポー
トされる。２及び４伝送アンテナに対して、ＰＴＩ値は、１に設定されるものと推定され
、シグナリングされない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、リリース１０無線ネットワークでＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩに関連したフィード
バック情報を提供するための向上した装置及び方法に対するこの技術分野での要求がある
。特に、フィードバック情報の単位（ｇｒａｎｕｌａｒｉｔｙ）を向上させる間に、オー
バーヘッドシグナリングを最小化するリリース１０無線ネットワークでＣＱＩ、ＰＭＩ及
びＲＩに関連したフィードバック情報を提供するための向上した装置及び方法についてこ
の技術分野での要求がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　移動端末が無線ネットワークで使用のために提供される。前記移動端末は、前記無線ネ
ットワークの基地局にフィードバックレポートを伝送する。前記フィードバックレポート
は、第１フィードバックレポート、第２フィードバックレポート及び第３フィードバック
レポートを含む。前記第１フィードバックレポートは、プリコーダー形式指示子（ＰＴＩ
；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）値を含む。前記第２フィードバ
ックレポートの期間及び前記第３フィードバックレポートの期間のうち少なくとも１つは
、前記ＰＴＩ値によって示される。好ましい実施例において、前記ＰＴＩ値は、前記第３
フィードバックレポートの期間に対する前記第２フィードバックレポートの期間の比率を
示す。
【００１５】
　前記第２フィードバックレポート及び前記第３フィードバックレポートは、ワイドバン
ドフィードバック情報及びサブバンドフィードバック情報のうち少なくとも１つを含む選
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択されたフィードバック情報を含む。好ましい実施例において、前記ＰＴＩ値は、前記選
択されたフィードバック情報を示す。
【００１６】
　移動端末が無線ネットワークで使用のために提供される。前記移動端末は、コードブッ
クによって特定されるプリコーダーを利用して伝送する基地局と通信するように動作する
。前記移動端末は、前記移動端末が第１プリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄ
ｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）値を伝送するとき、第１サブバンドＷ２コード
ブックを利用して前記基地局に伝送し、前記移動端末が第２ＰＴＩ値を伝送するとき、第
２サブバンドＷ２コードブックを利用して前記基地局に伝送するように、サブバンドＷ２
フィードバックのためのランク従属コードブックサブセット選択を行う。前記第２サブバ
ンドＷ２コードブックは、前記第１サブバンドＷ２コードブックのサブセットである。
【００１７】
　下記のような本発明の詳細な説明に入るに先立って、本特許文献全体にわたって使用さ
れる任意の単語、そして構文の一部に対する定義について説明することが有利であろう。
用語”備える（ｉｎｃｌｕｄｅ）”及び”含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）”は、それから派生
したものと共に、制限なしに含まれることを意味する；用語”または（ｏｒ）”は、及び
／または（ａｎｄ／ｏｒ）の意味を含むことができる。構文”それと関連した（ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｄ ｗｉｔｈ）”そして”それとともに関連した（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｔｈ
ｅｒｅｗｉｔｈ）”は、それから派生したものと共に、備える（ｉｎｃｌｕｄｅ）、その
中に備えられる（ｂｅ ｉｎｃｌｕｄｅｄ ｗｉｔｈｉｎ）、互いに連結する（ｉｎｔｅｒ
ｃｏｎｎｅｃｔ ｗｉｔｈ）、含有する（ｃｏｎｔａｉｎ）、内に含有される（ｂｅ ｃｏ
ｎｔａｉｎｅｄ ｗｉｔｈｉｎ）、何にまたは何と連結する（ｃｏｎｎｅｃｔ ｔｏ ｏｒ 
ｗｉｔｈ）、何にまたは何と対で連結する（ｃｏｕｐｌｅ ｔｏ ｏｒ ｗｉｔｈ）、何と
通信を行うことができる（ｂｅ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｂｌｅ ｗｉｔｈ）、何に協力する（
ｃｏｏｐｅｒａｔｅ ｗｉｔｈ）、挟みこむ（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ）、並置する（ｊｕ
ｘｔａｐｏｓｅ）、何に近似する（ｂｅ ｐｒｏｘｉｍａｔｅ ｔｏ）、それとまたはそれ
に対して境界を成す（ｂｅ ｂｏｕｎｄ ｔｏ ｏｒ ｗｉｔｈ）、有する（ｈａｖｅ）、何
の資産を有する（ｈａｖｅ ａ ｐｒｏｐｅｒｔｙ ｏｆ）などの意味になることができる
。単語及び構文に対する定義は、この特許文献全体にわたって提供され、この技術分野に
おける通常の知識を有する者は、多くの場合に、あるいは、そうでなければ大部分の場合
で、そのように定義された単語と構文の今後の使用と共に、先立って適用されたそのよう
な定義を理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本発明とその利点のさらに完全な理解のために、添付の図面とともに次の説明を参照す
る。ここで、同一の参照番号は、同一の部分を示す。
【図１】図１は、本発明の原理による物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ；ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に対するフィードバッ
クを行う例示的な無線ネットワークを示す。
【図２】図２は、本発明の実施例による複数の移動端末と通信する基地局を示す。
【図３】図３は、本発明の実施例による４×４多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）システムを
示す。
【図４】図４は、０のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のためのフィードバックレポ
ートを示す。
【図５】図５は、０１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のためのフィードバックレ
ポートを示す。
【図６】図６は、第１代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値
のための修正されたフィードバックレポートを示す。
【図７】図７は、第２代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値
のための修正されたフィードバックレポートを示す。
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【図８】図８は、第３代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値
のための修正されたフィードバックレポートを示す。
【図９】図９は、４個のレポート形式が使用される１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ
）値のための修正されたフィードバックレポートを示す。
【図１０】図１０は、本発明の第１代案的な実施例によるサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポー
ティングのためのサブバンドレポーティングインスタンスを示す。
【図１１】図１１は、本発明の第２代案的な実施例によるサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポー
ティングのためのサブバンドレポーティングインスタンスを示す。
【図１２】図１２は、本発明の第３代案的な実施例によるサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポー
ティングのためのサブバンドレポーティングインスタンスを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　この特許文献で本発明の原理を説明するために使用された多様な実施例及び下記で論議
される、図１～図１２は、ただ説明するための形態として使用され、本発明の権利範囲を
制限するための如何なる方法で解釈されてはならない。この技術分野における通常の知識
を有する者なら本発明の原理が適切に処理された無線通信システムで具現されることがで
きることを理解することができる。
【００２０】
　図１は、例示的な無線ネットワーク１００を示し、この無線ネットワークは、本発明の
原理による物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ；ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎ
ｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に対するフィードバックを行う。図示の実施例で
、無線ネットワーク１００は、基地局（ＢＳ、ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）１０１、基地
局（ＢＳ）１０２、基地局（ＢＳ）１０３、及び他の類似の基地局（図示せず）を含む。
基地局１０１は、インターネット１３０または類似のＩＰ基盤ネットワーク（図示せず）
と通信する状態にある。
【００２１】
　ネットワーク形式によって、”基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）”の代わりに、”
ｅＮｏｄｅＢ”、”ｅＮＢ”または”接続ポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）”のよ
うによく知られた他の用語が使用されることができる。説明の便宜のために、用語”基地
局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）”は、この文献で遠隔ターミナルに対する無線接続を提
供するネットワークインフラストラクチャーコンポネント（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｉｎｆｒａ
ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ）を示すものとして使用される。
【００２２】
　基地局１０２は、インターネット１３０に対する無線広帯域接続を基地局１０２のカバ
レージ領域１２０内の第１複数の移動端末に提供する。第１複数の移動端末は、小規模事
業者（ＳＢ；ｓｍａｌｌ　ｂｕｓｉｎｅｓｓ）に位置することができる、移動端末１１１
、大規模事業者（Ｅ；ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ）に位置することができる、移動端末１１２
、ＷｉＦｉホットスポット（ＨＳ；ｈｏｔｓｐｏｔ）に位置することができる移動端末１
１３、第１居住地（Ｒ；ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ）に位置することができる、移動端末１１４
、第２居住地（Ｒ；ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ）に位置することができる、移動端末１１５及び
セルラフォン、無線ラップトップ、無線ＰＤＡなどのような、モバイル装置（Ｍ）になる
ことができる、移動端末１１６を含む。
【００２３】
　説明の便宜のために、移動端末が真正な移動装置（例えば、セルフォン）であるか、ま
たは停止された装置（例えば、デスクトップパソコン、自動販売機など）として一般的に
考慮されるものであっても、用語”移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）”は、こ
の文献で基地局に無線で接続するいかなる遠隔無線装置を指定するものとして使用される
。他のよく知られた用語が”移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）”の代わりに、
”加入者端末（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＳ）”、”遠隔ターミナル（
ｒｅｍｏｔｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ；ＲＴ）”、”無線ターミナル（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔ
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ｅｒｍｉｎａｌ；ＷＴ）”、”ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）”な
どのようによく知られた他の用語が使用されることができる。
【００２４】
　基地局１０３は、基地局１０３のカバレージ領域１２５内の第２複数の加入者端末にイ
ンターネット１３０に対する無線広帯域接続を提供する。第２複数の加入者端末は、加入
者端末１１５及び加入者端末１１６を含む。この実施例において、基地局１０１～１０３
は、ＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡ技術を利用して加入者端末１１１～１１６と、そして相互
間に通信することができる。
【００２５】
　ただ６個の加入者端末が図１に示されているが、無線ネットワーク１００が無線広帯域
接続を追加の加入者端末に提供することができることを理解しなければならない。加入者
端末１１５及び加入者端末１１６は、カバレージ領域１２０及びカバレージ領域１２５の
両方のエッジに位置していることに留意しなければならない。加入者端末１１５及び加入
者端末１１６の各々は、基地局１０２及び基地局１０３の両方と通信を行い、この技術分
野における通常の知識を有する者に知られたようなハンドオフ（ｈａｎｄｏｆｆ）モード
で動作すると言える。
【００２６】
　コードブック設計に基づく閉ループ（ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ）伝送ビームフォーミン
グスキームの例示的な説明が次の文献で発見されることができる。1)D. Love, J. Heath,
 and T.Strohmer、”Grassmannian Beamforming For Multiple-Input, Multiple-Output 
Wireless Systems, “IEEE Transactions on Information Theory, October 2003, 及び2
)V. Raghavan, A. M.Sayeed, and N. Boston, “Near-Optimal Codebook Constructions 
For Limited Feedback Beamforming In Correlated MIMO Channels With Few Antennas、
”IEEE 2006 International Symposiumon Information Theory.レファレンスは、いずれ
もその全体がこの文献に記録されたもののように参照として本発明に含まれる。
【００２７】
　閉ループコードブック基盤伝送ビームフォーミングは、基地局が同一の時間でそして任
意の周波数で単一のユーザまたは同時に多重ユーザに伝送アンテナビームを形成する場合
に使用されることができる。そのようなシステムの例示的な説明は、”Quentin H. Spenc
er, Christian B. Peel, A. Lee Swindlehurst, Martin Harrdt, “An Introduction To 
the Multi-User MIMO Downlink、”IEEE Communication Magazine, 2004年10月”で捜す
ことができ、これは、その全体がこの文献に記述されたもののように参照として本発明に
含まれる。
【００２８】
　コードブックは、移動端末に知られたあらかじめ決定されたアンテナビームのセットで
ある。コードブック基盤プリコーディングＭＩＭＯは、ダウンリンク閉ループＭＩＭＯで
相当なスペクトル効率利得を提供することができる。ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ及び３Ｇ
ＰＰ　ＬＴＥ標準で、４伝送（４－ＴＸ）アンテナ制限フィードバック基盤閉ループＭＩ
ＭＯ構成が支援される。ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍ及び３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ標準で、ピークスペクトル効率を提供するために、８伝送（８－ＴＸ）アンテナ構成
は、顕著なプリコーディング閉ループＭＩＭＯダウンリンクシステムとして提案される。
そのようなシステムの例示的な説明は、３ＧＰＰ技術規格Ｎｏ．３６．２１１、”Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（
Ｅ－ＵＴＲＡ）：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ”
で捜すことができ、これは、その全体がこの文献に記述されたもののように参照として本
発明に含まれる。
【００２９】
　チャネルサウンディング信号または共通パイロット信号（またはミドアンブル（ｍｉｄ
ａｍｂｌｅ））がデータ変調目的に使用されない場合、位相校正プロセスのための必要を
除去するために、閉ループ変換コードブック基盤伝送ビームフォーミングが使用されるこ
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とができる。そのようなシステムの例示的な説明は、”ＩＥＥＥ　Ｃ８０２．１６ｍ－０
８／１３４５ｒ２、”Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｆｏｒ　Ｃｏｄｅ
ｂｏｏｋ　Ｂａｓｅｄ　Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ、”２０００年１１月”で捜すことができ、
これは、その全体がこの文献に記述されたもののように参照として本発明に含まれる。変
換されたコードブック方法は、特に、高度に相関したチャネルで標準コードブックの性能
を強化するために、そして、多重伝送アンテナで位相校正の必要を除去するために、チャ
ネル相関情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を
利用する。典型的に、チャネル相関情報は、２次統計に基づく。したがって、非常にゆっ
くり変更され、これは、シャドーイング（ｓｈａｄｏｗｉｎｇ）及び経路損失（ｐａｔｈ
　ｌｏｓｓ）のように、ロング－タームチャネル効果と類似している。結果的に、相関情
報を利用するフィードバックオーバーヘッド及び演算複雑度は、非常に小さい。
【００３０】
　図２は、本発明の実施例による複数の移動端末２０２、２０４、２０６及び２０８と通
信する基地局２２０の図面２００を示す。基地局２２０及び移動端末２０２、２０４、２
０６及び２０８は、ラジオ波（ｒａｄｉｏ　ｗａｖｅ）信号の送信及び受信のための多重
アンテナを採択する。ラジオ波信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ；Ｏｒｔｈｏｇ
ｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）信号に
なることができる。
【００３１】
　図２で、基地局２２０は、各移動端末に対して複数の送信機（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ
）を通じて同時にビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）を行う。例えば、基地
局２２０は、ビームフォーミングされた信号２１０を通じてデータを移動端末２０２に伝
送し、ビームフォーミングされた信号２１２を通じてデータを移動端末２０４に伝送し、
ビームフォーミングされた信号２１４を通じてデータを移動端末２０６に伝送し、ビーム
フォーミングされた信号２１６を通じてデータを移動端末２０８に伝送する。一部の実施
例において、基地局２２０は、移動端末２０２、２０４、２０６、及び２０８に同時にビ
ームフォーミングを行うことができる。各ビームフォーミングされた信号は、同一の時間
及び同一の周波数でこれが意図した移動端末に向けて形成される。明確にするために、基
地局から移動端末への通信は、知られたダウンリンク（ＤＬ）通信に適用され、移動端末
から基地局への通信は、また、アップリンク（ＵＬ）通信に適用される。
【００３２】
　基地局２２０及び移動端末２０２、２０４、２０６及び２０８は、無線信号を伝送し受
信するための多重アンテナを採択する。無線信号は、ラジオ波形信号になることができ、
無線信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）伝送スキームを含む当業者に知られたい
かなる伝送スキームでも使用することができることを理解しなければならない。
【００３３】
　移動端末２０２、２０４、２０６、及び２０８は、無線信号を受信することができるい
かなる装置であってもよい。移動端末２０２、２０４、２０６、及び２０８の例は、これ
に限定されないが、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄａｔａ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ラッ
プトップ、モバイルフォン、携帯用装置、またはビームフォーミングされた伝送を受信す
ることができるいかなる他の装置を含む。
【００３４】
　ＯＦＤＭ伝送スキームは、周波数ドメインでデータを多重化するために使用される。変
調シンボルは、周波数サブキャリアで伝達する。ＱＡＭ（ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　ａｍｐ
ｌｉｔｕｄｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）変調されたシンボルは、直列から並列に（ｓｅｒ
ｉａｌ－ｔｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ）変換され、ＩＦＦＴ（ｉｎｖｅｒｓｅ　ｆａｓｔ　Ｆ
ｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）に入力される。ＩＦＦＴの出力で、Ｎ時間ドメイン
サンプルが得られる。ここで、Ｎは、ＯＦＤＭシステムで使用されるＩＦＦＴ／ＦＦＴ（
ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズを示す。ＩＦＦＴ後、信号は、
並列から直列に変換され、信号シーケンスに循環前置（ＣＰ；ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉ
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ｘ）が付着される。ＣＰは、多重経路減衰（ｍｕｌｔｉｐａｔｈ　ｆａｄｉｎｇ）に起因
した効果を回避するか、または緩和するために各ＯＦＤＭシンボルに付着される。出力さ
れるサンプルのシーケンスは、ＣＰを有するＯＦＤＭシンボルで示される。受信機側で、
完全な時間周波数同期化が行われると仮定すれば、受信機は、まずＣＰを除去し、その後
、信号は、ＦＦＴに入力される前に、直列から並列に変換される。ＦＦＴの出力は、並列
から直列に変換される。そして、出力されるＱＡＭ変調シンボルは、ＱＡＭ変調器に入力
される。
【００３５】
　ＯＦＤＭシステムで全体帯域幅は、サブキャリアと命名される狭帯域（ｎａｒｒｏｗ　
ｂａｎｄ）周波数ユニットに分割される。サブキャリアの数は、システムで使用されるＦ
ＦＴ／ＩＦＦＴサイズＮと同一である。一般的に、周波数スペクトルの端部にあるサブキ
ャリアは、保護サブキャリアとして予約されているので、データのために使用されるサブ
キャリアの数は、Ｎ個より小さい。一般的に、保護サブキャリアでは、どんな情報も伝送
されない。
【００３６】
　各ＯＦＤＭシンボルは、時間ドメインで限定された期間を有するので、サブキャリアは
、周波数ドメインで相互間にオーバーラップされる。しかし、直交性は、送信機及び受信
機が完全な周波数同期化を有すると仮定するサンプリング周波数で維持される。不完全な
周波数同期化または高い移動性に起因した周波数オフセットの場合において、サンプリン
グ周波数でサブキャリアの直交性が破壊され、キャリア間の干渉（ＩＣＩ；ｉｎｔｅｒ－
ｃａｒｒｉｅｒ－ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）が発生する。
【００３７】
　無線通信チャネルの容量及び信頼度を向上させるための基地局及び単一移動端末の両方
で多重伝送アンテナ及び多重受信アンテナの利用は、単一ユーザマルチ入力マルチ出力（
ＳＵ－ＭＩＭＯ；Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）システムとして知られている。ＭＩＭＯシステムは、Ｋを有する
容量で線形増加を保証する。ここで、Ｋは、伝送アンテナの数（Ｍ）及び受信アンテナの
数（Ｎ）の最小値である（すなわち、Ｋ＝ｍｉｎ（Ｍ、Ｎ））。ＭＩＭＯシステムは、空
間多重化、伝送／受信ビームフォーミングまたは伝送／受信ダイバシティのスキームで具
現されることができる。
【００３８】
　図３は、本発明の実施例による４×４多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）システム３００を
示す。この例で、４個の互いに異なるデータストリーム３０２は、４個の伝送アンテナ３
０４を利用して分離して伝送される。伝送された信号は、４個の受信アンテナ３０６で受
信され、そして、受信された信号３０８として解釈される。空間信号処理３１０の一部形
態が４個のデータストリーム３１２を復元するために受信された信号３０８上で行われる
。
【００３９】
　空間信号処理の例は、Ｖ－ＢＬＡＳＴ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ－Ｂｅｌｌ　Ｌａｂｏｒａｔ
ｏｒｉｅｓ　Ｌａｙｅｒｅｄ　Ｓｐａｃｅ－Ｔｉｍｅ）である。これは、伝送されたデー
タストリームを復元するために連続された干渉取り消し原理（ｓｕｃｃｅｓｓｉｖｅ　ｉ
ｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃａｎｃｅｌｌａｔｉｏｎ　ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ）を利用する
。ＭＩＭＯスキームの他の変形は、伝送アンテナにわたる一部種類の空間－時間コーディ
ング（ｓｐａｃｅ－ｔｉｍｅｃｏｄｉｎｇ）を行うスキームを含む（例えば、Ｄ－ＢＬＡ
ＳＴ（Ｄｉａｇｏｎａｌ　Ｂｅｌｌ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｌａｙｅｒｅｄ　Ｓｐ
ａｃｅ－Ｔｉｍｅ））。追加に、ＭＩＭＯは、無線通信システムでリンク信頼度またはシ
ステム容量を向上させるために、伝送及び受信ダイバシティスキーム及び伝送及び受信ビ
ームフォーミングスキームで具現されることができる。
【００４０】
　チャネル状態指示子（ＣＳＩ；ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｕｓ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
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モード１で、ＰＵＣＣＨモード２－１の拡張（すなわち、サブバンドフィードバックモー
ド）は、プリコーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）の値によって、サブバンドフィードバック及びワイドバンドフィードバックの
両方が同一のフィードバックモードで多重化されるようにする。さらに詳細には、ＰＴＩ
＝０であるとき、第２レポート及び第３レポートの両方は、ワイドバンドレポートであり
、ＰＴＩ＝１であるとき、第２レポートは、ワイドバンドレポートであり、一方、第３レ
ポートは、サブバンドレポートである。ＰＴＩ＝０であるとき、第２レポート及び第３レ
ポートは、両方がワイドバンドであるから、第２レポート及び第３レポートのフィードバ
ック周期が類似していことは自然である。しかし、ＰＴＩ＝１であるとき、第３レポート
は、サブバンドレポートであり、これは、第３レポートのフィードバック周期が第２レポ
ートのフィードバック周期と比べて短くなければならないことを意味する。
【００４１】
　ＮＰ２を第２レポートの周期とし、ＮＰ３を第３レポートの周期とする。例示的な方法
において、レポートの両方の期間の単位は、サブフレームになることができる。次に：
　Ｈ＝ＮＰ２／ＮＰ３＋１であり、
　ここで、ＮＰ２／ＮＰ３は、第２レポートの期間と第３レポートの期間との間の比率で
ある。期間の比率は、ＰＴＩ値によることに留意されたい。したがって、本発明の好まし
い実施例において、Ｈの値は、ＰＴＩの値による。例えば、ＰＴＩ＝０であるとき、Ｈ＝
２または３である。そしてＰＴＩ＝１であるとき、Ｈ＝Ｊ＊Ｋ＋１であり、ここで、Ｊは
、帯域幅部分の数であり、Ｋは、前記階層シグナリングを利用して基地局（ｅＮＢ）から
シグナリングされ得る定数である。他の例において、ＰＴＩ＝０であるとき、Ｈの値は、
上位階層によってシグナリングされることができる。そしてＰＴＩ＝１であるとき、Ｈ＝
Ｊ＊Ｋ＋１であり、ここで、Ｊは、帯域幅部分の数であり、Ｋは、前記階層シグナリング
を利用して基地局によってシグナリングされる定数である。
　ＮＰ１を第１レポートの期間とする。次に：
　Ｍ＝ＮＰ１／ＮＰ２である。
【００４２】
　本発明の好ましい実施例において、Ｍの値も、ＰＴＩの値による。さらに、Ｍ０及びＨ
０を、ＰＴＩ＝０であるとき、周期の比率であるとする。そしてＭ１及びＨ１をＰＴＩ＝
１であるとき、周期の比率とする。次に、４個の量の間に次の条件が維持される：
　Ｈ０＊Ｍ０＝Ｈ１＊Ｍ１。
【００４３】
　特定例のために、１０ＭＨｚ全体システム帯域幅を仮定する。したがって、帯域幅部分
（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｐａｒｔｓ；ＢＰｓ）Ｊ＝３である。もし、Ｋ＝１なら、Ｈ１＝
４である。もし、Ｍ１＝２なら、Ｈ１＊Ｍ１＝４＊２＝８＝Ｈ０＊Ｍ０＝２＊４である。
【００４４】
　本発明の一部実施例において、Ｈ及び／またはＭの正確な値は、上位階層シグナリング
を利用してシグナリングされることができる。
　移動端末（ＭＳ）から基地局（ＢＳ）にフィードバック報告は、図４及び図５により明
確に示す。
【００４５】
　図４は、０のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のためのフィードバックレポートを
示す。図４で、Ｈ０＝２及びＭ０＝４である。メッセージ４０１ａ及び４０１ｂは、第１
レポートの例であり、これは、ランク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝０を含
む。メッセージ４０２ａ、４０２ｂ、４０２ｃ及び４０２ｄは、第２レポートの例であり
、これは、プリコーダーマトリックス値、Ｗ１（また、”第１ＰＭＩ”で表現される。）
を含む。メッセージ４０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃ、ａｎｄ４０３ｄは、第３レポートの
例であり、これは、ワイドバンドプリコーダーマトリックス値（ＷＢ　Ｗ２；ｗｉｄｅｂ
ａｎｄ　ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｍａｔｒｉｘ　ｖａｌｕｅ）及びワイドバンドチャネル品質
指示子（ＷＢ　ＣＱＩ；ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉ
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ｃａｔｏｒ）を含む。
【００４６】
　したがって、第１レポートの各インスタンス（ｉｎｓｔａｎｃｅ）のために、第２レポ
ートの４インスタンス及び第３レポートの４インスタンスが存在する（すなわち、第１レ
ポートの期間が第２レポートの期間の４倍であるから、Ｍ＝４である）。また、第２レポ
ートの各インスタンスのために、第３レポートの１インスタンスが存在する（すなわち、
第２レポートの期間は第３レポートの期間と同一であるから、Ｈ＝２である）。
【００４７】
　図５は、１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のためのフィードバックレポートを
示す。図５で、Ｈ１＝４及びＭ１＝２である。メッセージ５０１ａ及び５０１ｂは、第１
レポートの例であり、これは、ランク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝１を含
む。メッセージ５０２ａ及び５０２ｂは、第２レポートの例であり、これは、ワイドバン
ドプリコーダーマトリックス値（ＷＢ　Ｗ２）及びワイドバンドチャネル品質指示子（Ｗ
Ｂ　ＣＱＩ）を含む。メッセージ５０３ａ、５０３ｂ及び５０３ｃは、第３レポートの例
であり、これは、サブバンドプリコーダーマトリックス値（ＳＢ　Ｗ２）及びサブバンド
チャネル品質指示子（ＳＢ　ＣＱＩ）を含む。
【００４８】
　したがって、第１レポートの各インスタンス（ｉｎｓｔａｎｃｅ）のために、第２レポ
ートの２インスタンス及び第３レポートの６インスタンスが存在する（すなわち、第１レ
ポートの期間が第２レポートの期間の２倍であるから、Ｍ＝２である）。また、第２レポ
ートの各インスタンスのために、第３レポートの３インスタンスが存在する（すなわち、
第２レポートの期間は、第３レポートの期間の３倍であるから、Ｈ＝４である）。
【００４９】
　この例で、Ｗ１と関連したどんなフィードバック情報も、ＰＴＩ＝１であるとき、ラン
クレポートによって報告されない。これは、サブバンド基盤フィードバックを行うために
、移動端末がＰＴＩ＝０をまずフィードバックすることができることを意味する。しかし
、次のＲＩフィードバックの間に、移動端末は、同一のＷ１が以前のサブフレームでレポ
ートされることを保証する。そうでなければ、移動端末は、サブバンドフィードバックを
行うことができない。これは、基地局でスケジューリング柔軟性を制限することができ、
移動端末の複雑度を増加させることができる。
【００５０】
　本発明の好ましい実施例において、ワイドバンドフィードバック情報が第１レポートの
次にフィードバックレポート（第２レポート）で伝送される。ここで、ＰＴＩ＝１である
。
【００５１】
　第１代案的な実施例（ＡＬＴ１）において、Ｗ１情報は、ＰＴＩ＝１であるとき、第２
レポートでワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２とともにレポートされる。したがっ
て、第１レポートは、ＲＩ及び１ビットプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）を含む。第２
レポートで、もし、ＰＴＩ＝０なら、Ｗ１がレポートされる。もし、ＰＴＩ＝１なら、Ｗ
１、ワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレポートされる。第３レポートで、ＰＴ
Ｉ＝０なら、ワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレポートされる。ＰＴＩ＝１な
ら、サブバンドＣＱＩ及びサブバンドＷ２がレポートされる。第１代案的な実施例は、図
６に示された。
【００５２】
　図６は、第１代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のため
の修正されたフィードバックレポートを示す。図６で、Ｈ１＝４及びＭ１＝２である。図
６は、多くの側面で図５と類似している。メッセージ５０１ａ及び５０１ｂは、第１レポ
ートの例であり、これは、ランク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝１を含む。
同様に、メッセージ５０３ａ、５０３ｂ及び５０３ｃは、第３レポートの例であり、これ
は、サブバンドプリコーダーマトリックス値（ＳＢ　Ｗ２）及びサブバンドチャネル品質
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指示子（ＳＢ　ＣＱＩ）を含む。しかし、メッセージ６０１ａ及び６０１ｂは、新しいも
のである。メッセージ６０１ａ及び６０１ｂは、第２レポートの例である。ＰＴＩ＝１で
あるから、メッセージ６０１ａ及び６０１ｂは、ワイドバンドＷ１、ワイドバンドＷ２及
びワイドバンドＣＱＩを含む。
【００５３】
　さらに、第２レポートの最大ペイロードサイズを１１ビットに制限するために、コード
ブックサブセット選択（コードブックサブサンプリング）がＷ１のコードブック及び／ま
たはＷ２のコードブックで行われる。したがって、ＰＴＩの値の条件によって、Ｗ１のコ
ードブックは、サブ－サンプリングされるか（ｓｕｂ－ｓａｍｐｌｅｄ）、またはサブ－
サンプリングされない。もし、ＰＴＩ＝０なら、Ｃ１（Ｗ１のコードブック）は、サブサ
ンプリングされない（コードブックサブセット選択は、Ｃ１に適用されない）。もし、Ｐ
Ｔ１＝１なら、Ｃ１（Ｗ１のコードブック）は、サブサンプリングされる（コードブック
サブセット選択は、Ｃ１に適用される）。
【００５４】
　第２代案的な実施例（ＡＬＴ２）において、Ｗ１情報は、ＰＴＩ＝１であるとき、第２
レポートでワイドバンドＣＱＩとともにレポートされる。したがって、第１レポートは、
ＲＩ及び１ビットプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）を含む。第２レポートで、もし、Ｐ
ＴＩ＝０なら、Ｗ１がレポートされる。もし、ＰＴＩ＝１なら、Ｗ１及びワイドバンドＣ
ＱＩがレポートされる。第３レポートで、ＰＴＩ＝０なら、ワイドバンドＣＱＩ及びワイ
ドバンドＷ２がレポートされる。ＰＴＩ＝１なら、サブバンドＣＱＩ及びサブバンドＷ２
がレポートされる。第２代案的な実施例は、図７に示された。
【００５５】
　図７は、第２代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のため
の修正されたフィードバックレポートを示す。図７で、Ｈ１＝４及びＭ１＝２である。図
７は、多くの側面で図５及び図６と類似している。メッセージ５０１ａ及び５０１ｂは、
第１レポートの例であり、これは、ランク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝１
を含む。同様に、メッセージ５０３ａ、５０３ｂ及び５０３ｃは、第３レポートの例であ
り、これは、サブバンドプリコーダーマトリックス値（ＳＢ　Ｗ２）及びサブバンドチャ
ネル品質指示子（ＳＢ　ＣＱＩ）を含む。しかし、メッセージ７０１ａ及び７０１ｂは、
新しいものである。メッセージ７０１ａ及び７０１ｂは、第２レポートの例である。ＰＴ
Ｉ＝１であるから、メッセージ７０１ａ及び７０１ｂは、ワイドバンドＷ１及びワイドバ
ンドＣＱＩを含む。
【００５６】
　第３代案的な実施例（ＡＬＴ３）において、Ｗ１情報は、ＰＴＩ＝１であるとき、第２
レポートでレポートされる。したがって、第１レポートは、ＲＩ及び１ビットプリコーダ
ー形式指示子（ＰＴＩ）を含む。第２レポートで、もし、ＰＴＩ＝０なら、Ｗ１がレポー
トされる。もし、ＰＴＩ＝１なら、Ｗ１がレポートされる。第３レポートで、ＰＴＩ＝０
なら、ワイドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレポートされる。もし、ＰＴＩ＝１な
ら、サブバンドＣＱＩ及びサブバンドＷ２がレポートされる。第３代案的な実施例は、図
８に示された。
【００５７】
　図８は、第３代案的な実施例において１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値のため
の修正されたフィードバックレポートを示す。図８で、Ｈ１＝４及びＭ１＝２である。図
８は、多くの側面で図５～図７と類似している。メッセージ５０１ａ及び５０１ｂは、第
１レポートの例であり、これは、ランク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝１を
含む。同様に、メッセージ５０３ａ、５０３ｂ及び５０３ｃは、第３レポートの例であり
、これは、サブバンドプリコーダーマトリックス値（ＳＢ　Ｗ２）及びサブバンドチャネ
ル品質指示子（ＳＢ　ＣＱＩ）を含む。しかし、メッセージ８０１ａ及び８０１ｂは、新
しいものである。メッセージ８０１ａ及び８０１ｂは、第２レポートの例である。ＰＴＩ
＝１であるから、メッセージ８０１ａ及び８０１ｂは、ワイドバンドＷ１を含む。
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【００５８】
　本発明のさらに他の実施例において、ＰＴＩ＝１であるとき、新しいレポートが付加す
る。したがって、このＣＳＩモードで４レポートが存在する。しかし、プリコーダーＷは
、伝送された最後のランク指示（ＲＩ）値の条件によって３サブフレームレポートに対し
て決定される。したがって、第１レポートは、ランク指示子（ＲＩ）及び１ビットプリコ
ーダー形式指示子（ＰＴＩ；ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｔｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を含
む。第２レポートで、ＰＴＩ＝０なら、Ｗ１がレポートされる。そしてＰＴＩ＝１なら、
Ｗ１がレポートされる（図８と類似している）。第３レポートで、ＰＴＩ＝０なら、ワイ
ドバンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレポートされる。そしてＰＴＩ＝１なら、ワイド
バンドＣＱＩ及びワイドバンドＷ２がレポートされる。第４レポートで、ＰＴＩ＝０なら
、どんなレポートも存在しない。もし、ＰＴＩ＝１なら、サブバンドＣＱＩ及びサブバン
ドＷ２がレポートされる。
【００５９】
　このような方法において、ＰＴＩはサブバンドＣＱＩレポートをターンオン／オフ（ｔ
ｕｒｎ　ｏｎ／ｏｆｆ）するようにサービスし、そして第４レポート（サブバンドＣＱＩ
／Ｗ２）は、ただＰＴＩ＝１であるとき、レポートされる。この代案的な実施例は、図９
に示された。
【００６０】
　図９は、４個のレポート形式が使用される１のプリコーダー形式指示子（ＰＴＩ）値の
ための修正されたフィードバックレポートを示す。図９は、多くの側面で図５～図８と類
似している。メッセージ５０１ａ及び５０１ｂは、第１レポートの例であり、これは、ラ
ンク指示子（ＲＩ）及び１－ｂｉｔ　ＰＴＩ値＝１を含む。メッセージ８０１ａ及び８０
１ｂは、第２レポートの例である。ＰＴＩ＝１であるから、メッセージ８０１ａ及び８０
１ｂは、ワイドバンドＷ１を含む。同様に、メッセージ５０３ａ及び５０３ｂは、第３レ
ポートの例であり、これはサブバンドプリコーダーマトリックス値（ＳＢ　Ｗ２）及びサ
ブバンドチャネル品質指示子（ＳＢ　ＣＱＩ）を含む。
【００６１】
　しかし、メッセージ９０１ａ及び９０１ｂは、新しいものである。メッセージ９０１ａ
及び９０１ｂは、第４レポートの例である。ＰＴＩ＝１であるから、メッセージ９０１ａ
及び９０１ｂは、サブバンドＷ１及びサブバンドＣＱＩを含む。もし、ＰＴＩ＝０だった
ら、第４レポートもない。
【００６２】
　本発明の好ましい実施例において、ＰＴＩ＝１であるとき、第２レポート及び第３レポ
ートのフィードバック期間は同一であり、次の条件を維持する：
　ＮＰ２＝ＮＰ３；
　Ｈ＝ＮＰ２／ＮＰ４＝Ｊ＊Ｋ＋２；ａｎｄ
　Ｍ＝ＮＰ１／ＮＰ２。
　文書番号Ｒ１－１０５０１１及び議長の注釈でのコードブック協定によれば、Ｗ２のた
めのペイロードは、次のように載せられている：ランク１＝４ビット、ランク２＝４ビッ
ト、ランク３＝４ビット、ランク４＝３ビットである。
【００６３】
【表１】

【００６４】
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しかし、ＰＵＣＣＨフォーマット２のペイロードは、１１ビットに制限されなければなら
ないことが既に合意された。したがって、表１に示されたように、ランク２（１３ビット
）、ランク３（１３ビット）及びランク４（１２ビット）のために、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット２の現在ペイロードのビット幅は、サブバンドＷ２、サブバンドＣＱＩ及び表１のＬ
ビット帯域幅部分（ＢＰ）指示の両方を収容することができない。
【００６５】
　本発明の一実施例において、リリース８サブバンドＣＱＩフィードバックでＬビットサ
ブバンド指示子が保持される。しかし、次の代案は、サブバンドフィードバックのペイロ
ードを１１ビット内で制限するために使用される。
【００６６】
　代案１：コードブックサブセット選択（コードブックサブサンプリング）は、ＣＳＩモ
ード１でサブバンドＷ２に対して行われる。すなわち、ＰＵＣＣＨフィードバックでサブ
バンドフィードバックのためのＷ２のコードブック（Ｃ２）は、ＰＵＣＣＨフィードバッ
クでワイドバンドフィードバックのためのＷ２のコードブックのサブセットである。例え
ば、ＰＴＩ＝１であるとき、Ｗ２のＣ２は、ＰＵＣＣＨフィードバックでＰＴＩ＝０であ
るとき、Ｗ２のＣ２のサブセットである。また、ＰＵＣＣＨフィードバックでＰＴＩ＝１
であるとき、Ｗ２のＣ２は、ＰＵＳＣＨフィードバックでＷ２のＣ２のサブセットである
。Ｃ２がサブサンプリングされ、サブサンプリングされたＣ２のためのペイロードが２ビ
ットである場合を例示すれば、表２は、ＣＳＩモード１でサブバンドＣＱＩフィードバッ
クのためのペイロードを示す。
【００６７】

【表２】

【００６８】
　代案１：ランク従属コードブックサブセット選択（コードブックサブサンプリング）が
ＰＴＩ＝１であるとき、サブバンドＷ２フィードバックのために行われる。例えば、ＰＴ
Ｉ＝１であるとき、Ｗ２のランク２／３／４コードブックは、ＰＵＣＣＨフィードバック
でＰＴＩ＝０であるとき、Ｗ２のサブセットである。また、ＰＵＣＣＨフィードバックで
ＰＴＩ＝１であるとき、Ｗ２のランク２／３／４コードブックは、ＰＵＳＣＨフィードバ
ックでＷ２のサブセットである。Ｃ２がサブサンプリングされ、サブサンプリングされた
Ｃ２のためのペイロードがランク２／３／４に対して２ビットである場合を例示すれば、
表３は、ＣＳＩモード１でサブバンドＣＱＩフィードバックのためのペイロードを示す。
【００６９】
【表３】

【００７０】
　本発明の他の実施例において、Ｌビットサブバンド指示子は、すべてのランクのために
除去される。追加に、モード２個の連続された第２レポートインスタンスの間で、残って
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ポートされるか否かによって）レポーティングインスタンスは、帯域幅部分内でサブバン
ドとともに帯域幅部分を通じて循環するためにサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポートに対して
順次に使用される。例えば、Ｈ＝Ｊ＊Ｋ＋１であり、ワイドバンドＷ２／ＣＱＩがＷ１に
一緒に伝送されるとき、２個の連続された第２レポートフィードバックインスタンスの間
にＪ＊Ｋ（Ｈ－１）レポーティングインスタンスが存在する。
【００７１】
　本実施例は、割り当てられたサブバンドレポーティングインスタンスで対応する帯域幅
部分内の帯域幅部分及びサブバンドを通じて循環するために多重次数提案する。
【００７２】
　代案１：２個の連続された第２レポートフィードバックの間で、残っているＪ＊Ｋ（Ｈ
－１）またはＪ＊Ｋ（Ｈ－２）レポーティングインスタンスは、各サブバンド上にサブバ
ンドＣＱＩ／Ｗ２レポートのために順次に使用される。図１０は、本発明の第１代案的な
実施例によるサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポーティングのためのサブバンドレポーティング
インスタンスを示す。図１０に３個の帯域幅部分、ＢＰ１、ＢＰ２、及びＢＰ３が示され
ている。初めて３個のレポーティングインスタンスは、帯域幅部分ＢＰ１の３個のサブバ
ンド各々にわたって順次に配列される（ｓｅｑｕｅｎｃｅ）。次に、４番目のレポーティ
ングインスタンスは、帯域幅部分ＢＰ２にわたって順次に配列される（ｓｅｑｕｅｎｃｉ
ｎｇ）ことを始める。
【００７３】
　代案２：２個の連続された第２レポートフィードバックの間で、残っているＪ＊Ｋ（Ｈ
－１）またはＪ＊Ｋ（Ｈ－２）レポーティングインスタンスは、帯域幅部分のＫサイクル
上でサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポートのために順次に使用される。さらに、帯域幅部分の
ｉｔｈ（ｉ番目）サイクル内で、移動端末は、各帯域幅部分内のｉｔｈ（ｉ番目）サブバ
ンド帯域幅をレポートする。図１１は、本発明の第２代案的な実施例によるサブバンドＣ
ＱＩ／Ｗ２レポーティングのためのサブバンドレポーティングインスタンスを示す。図１
１に、３個の帯域幅部分、ＢＰ１、ＢＰ２、及びＢＰ３が示されている。初めて３個のレ
ポーティングインスタンスは、帯域幅部分ＢＰ１、ＢＰ２及びＢＰ３各々の一番目のサブ
バンドを通じて順次に配列される。次に、４番目レポーティングインスタンスは、帯域幅
部分ＢＰ１、ＢＰ２及びＢＰ３各々の二番目のサブバンドにわたって順次に配列される（
ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇ）ことを始める。
【００７４】
　代案３：２個の連続された第２レポートフィードバックの間で、残っているＪ＊Ｋ（Ｈ
－１）またはＪ＊Ｋ（Ｈ－２）レポーティングインスタンスは、帯域幅部分のＫサイクル
上でサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポートのために順次に使用される。さらに、各帯域幅部分
内に少なくともＴ＝２Ｌサブバンドが存在すると仮定すれば、帯域幅部分のｉｔｈ（ｉ番
目）サイクル内で、移動端末は、各帯域幅部分内のｉｔｈ（ｉ番目）サブバンド帯域幅を
レポートする。
【００７５】
　例示的な方法で、表４に示されたように、Ｋ＝４及びＴ＝４の場合のために、ｉ及びｊ
間のマッピングが使用されることができる。
【００７６】



(17) JP 5844372 B2 2016.1.13

10

20

30

40

【表４】

【００７７】
　一般的に、ｋ＝１、２、３、…に対して、ｉ＝２＊ｋ－１なら、ｊ＝ｋである。そして
ｉ＝２＊ｋなら、ｊ＝Ｔ－ｋ＋１である。
【００７８】
　図１２は、本発明の第３代案的な実施例によるサブバンドＣＱＩ／Ｗ２レポーティング
のためのサブバンドレポーティングインスタンスを示す。
【００７９】
　本発明の一実施例において、帯域幅部分内でサブバンドサイズは、ランク指示子（ＲＩ
）による。すなわち、上位ランクのためにさらに大きいサブバンドサイズが存在すること
ができる。さらに、サブバンドＣＱＩ／Ｗ２フィードバックパターンも、互いに異なるラ
ンクによる。
【００８０】
　本発明の一実施例において、ランク２、３、４フィードバックのためのＬビットサブバ
ンド指示は、除去されることができる。一方、ランク１及びランク５～８のためのＬビッ
トサブバンド指示は、維持される。したがって、表５は、達成（ａｃｈｉｅｖｅｄ）され
得ることができるＣＳＩモード１でサブバンドＣＱＩフィードバックに対するサイズ指定
されたペイロードを示す。一実施例において、ＲＩ及びＰＴＩは、ＣＳＩモード１で一緒
に（ｊｏｉｎｔｌｙ）エンコードされることができる。
【００８１】

【表５】

【産業上の利用可能性】
【００８２】
　本発明を実施例により説明したが、多様な変更と修正がこの技術分野における通常の知
識を有する者に提案されることができる。本発明は、添付の請求範囲の範囲内に含まれる
もののようなそのような変更及び修正を含むことに意図された。
【符号の説明】
【００８３】
　１００　無線ネットワーク
　１０１、１０２、１０３　基地局
　１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６　移動端末
　１３０　インターネット
　２０２、２０４、２０６、２０８　移動端末
　２２０　基地局
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